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抄
録ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
作
品
の
大
衆
化
の
中
で
、
こ
れ

ら
が
主
に
電
子
出
版
と
し
て
伸
張
し
、
ウ
ェ
ブ
の
レ
ベ
ル
か
ら
読
ま
れ
る
の
は

な
ぜ
か
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
、
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
、
ア
ニ
メ
化
、
ド
ラ
マ
化
、
さ

ら
に
は
映
画
化
に
ま
で
発
展
す
る
だ
け
の
力
の
あ
る
作
品
も
出
始
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
作
品
の
持
つ
意
義
を
「
悪
役
令
嬢
も
の
」
に
絞
っ
て
抽
出
す
る
。
そ

の
背
後
に
は
、
現
代
が
抱
え
る
時
代
背
景
と
現
代
の
世
界
や
社
会
が
抱
え
る
課

題
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

悪
役
令
嬢
、
聖
女
、
高
位
貴
族
、
王
族
、
男
爵
令
嬢
、
子
爵
令
嬢
、
婚
約
破

棄
、
国
外
追
放
、
毒
殺
、
感
染
症
、
転
生
者
、
反
逆
者
、
シ
ナ
リ
オ
補
正
〔
現

実
と
ゲ
ー
ム
の
差
異
）、
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
デ
レ
ラ
ス
ト
ー
リ
ー
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
設
定

一
、
は
じ
め
に

拙
稿
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
物
語
の
技
法
（
一
）」注
１（
二
〇
二
一
年
三

月
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
電
子
出
版
の
活
況
と
作
品
の
大
衆
化
の
状
況
を
述

べ
た
上
で
、
悪
役
令
嬢
と
い
う
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
。
つ
ま
り
、

お
の
れ
の
権
威
を
笠
に
着
て
ヒ
ロ
イ
ン
を
い
じ
め
、
最
後
に
ヒ
ロ
イ
ン
に
心
移

し
た
ヒ
ー
ロ
ー
に
断
罪
さ
れ
る
と
い
う
型
（
フ
ォ
ー
ム
）
を
ど
の
よ
う
に
踏
襲

す
る
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
意
表
を
突
く
の
か
工
夫
す
る
こ
と
で
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
と
し
て
の
物
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
き
た
。
悪
役
令
嬢
と

は
、
基
本
的
に
婚
約
者
を
奪
お
う
と
す
る
者
に
挑
ま
れ
る
存
在
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、（
一
）
で
十
分
に
論
ず
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
課
題
に
つ
い

て
述
べ
る
と
と
も
に
、
身
分
が
低
い
ヒ
ロ
イ
ン
の
下
剋
上
だ
け
で
は
な
く
、

「
聖
女
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
も
着
眼
し
た
い
。
ま
た
、
悪
役

令
嬢
も
の
は
、
現
在
進
行
形
で
続
々
と
新
刊
や
続
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
ま
ず
は
、
二
〇
二
一
年
段
階
よ
り
ど
の
よ
う
に
進
化
し
た
か
、
レ

ビ
ュ
ー
上
位
の
め
ぼ
し
い
作
品
を
表
に
ま
と
め
た注
２

。（
次
頁
参
照
）

二
、一
覧
表
か
ら
の
概
観

次
頁
表
内
の
１
「
ア
ル
バ
ー
ト
家
の
令
嬢
は
没
落
を
ご
希
望
で
す
」（
以
下
、

「
ア
ル
バ
ー
ト
家
」
と
略
称
す
る
）
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
登
場
に
あ
っ
さ
り
そ
の

場
を
譲
っ
て
没
落
を
希
望
す
る
メ
ア
リ
を
軸
に
し
た
話
で
あ
る
。
メ
ア
リ
は

「
ド
キ
ド
キ
ラ
ブ
学
園
～
恋
す
る
乙
女
と
思
い
出
の
王
子
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
の

世
界
に
転
生
し
た
転
生
者
で
あ
り
、
カ
レ
リ
ア
学
園
内
で
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ

る
の
か
、
ゲ
ー
ム
で
言
う
と
こ
ろ
の
攻
略
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
現
実
社
会
で
言

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
物
語
の
技
法
（
二
）

　
　
　
　
　
　
︱
︱
悪
役
令
嬢
の
対
す
る
も
の
︱
︱

髙
　
瀨
　
真
理
子
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作品名 作者名 発売日 A 発売日 B 文庫名 巻数 備考
1 アルバート家の令嬢は没落をご所望です さき 2015.04. 2020.12. 角川ビーンズ文庫 8 巻 C
2 悪役令嬢、時々本気、のち聖女。 もり 2015.07. 2016.07. PASH ！ブックス 3 巻 C

3 公爵令嬢の嗜み 澪亜 2015.11. 2018.12. カドカワ Books 8 巻
C

スピンオフ
内包

4 転生したけど王子は諦めようと思う 鬼頭香月 2016.01. アイリス NEO 1 巻
5 虫かぶり姫 由唯 2016.07. 2022.10. アイリス NEO 7 巻 C
6 悪役令嬢は隣国の王太子に溺愛される ぷにちゃん 2016.11. 2022.03. ビーズログ文庫 13 巻 C
7 悪役令嬢なのでラスボスを飼ってみました 永瀬さらさ 2017.09. 2022.12. 角川ビーンズ文庫 11 巻 C
8 自称悪役令嬢な婚約者の観察記録。 しき 2017.04. 2017.08. レジーナブックス 2 巻 C

9 悪役令嬢レベル 99 ~ 私は裏ボスですが
魔王ではありません ~ 七夕さとり 2019.05. 2022.06. カドカワ Books 5 巻 C

10 悪役令嬢になんかなりません。
私は『普通』の公爵令嬢です ! 明 2019.09. 2023.01. カドカワ Books 11 巻 C

11 婚約破棄のために淑女になる方法 もり 2019.11. PASH ！ブックス 1 巻 2 のスピ
ンオフ

12 悪役令嬢、ブラコンにジョブチェンジします 浜千鳥 2019.11. 2022.09. 角川ビーンズ文庫 6 巻

13 悪役令嬢の結婚後　
もふもふ好き令嬢は平穏に暮らしたい 青蔵千草 2019.12. レジーナブックス 1 巻

14 転生悪役令嬢は推しのハピエンを所望す！ 藍上イオタ 2019.12. アイリス NEO 1 巻
15 悪役令嬢の怠惰な溜め息 篠原皐月 2019.12. 2020.12. 電撃の新文芸 3 巻 C
16 メイデーア転生物語 この世界で一番悪い魔女 友麻碧 2020.03. 2021.11. 富士見 L 文庫 5 巻 C
17 やり直し令嬢は竜帝陛下を攻略中 永瀬さらさ 2020.03. 2022.09. 角川ビーンズ文庫 5 巻 C

18 僕は婚約破棄なんてしませんからね ジュピタース
タジオ 2020.04. 2021.09. 一迅社ノベルス 3 巻 C

19 異世界から聖女が来るようなので、邪魔者は
消えようと思います 蓮水　涼 2020.07. 2022.09. 角川ビーンズ文庫 5 巻 C

20 弱気 MAX 令嬢なのに、
辣腕婚約者様の賭けに乗ってしまった 小田ヒロ 2020.08. 2022.12. ビーズログ文庫 5 巻 C

21 悪役令嬢は二度目の人生を従者に捧げたい 紅城蒼 2020.09. ビーズログ文庫 1 巻
22 悪役令嬢のおかあさま ミズメ 2020.10. レジーナブックス 1 巻

23 悪役令嬢は断罪引退を目指したい！　
けど、もしかしてここ溺愛ルート！？ せらひなこ 2020.09. ティアラ文庫 1 巻

24 悪役令嬢は今日も華麗に暗躍する 
追放後も推しのために悪党として支援します ! 道草家守 2020.11. 2021.05. カドカワ Books 2 巻

25 私が聖女？いいえ、悪役令嬢です！～生存ルート
目指したらなぜか聖女になってしまいそうな件～ 藍上イオタ 2020.11. 2021.05. ベリーズ

ファンタジー 2 巻

26 悪役令嬢は『萌え』を浴びるほど摂取したい！ 烏丸紫明 2020.12. 2021.09. ビーズログ文庫 2 巻

27 ベタ惚れの婚約者が悪役令嬢にされそうなので、
ヒロイン側にはそれ相応の報いを受けてもらう 杓子ねこ 2020.12. 2022.05. マックガーデン

ノベルス 3 巻 C

28 悪役令嬢は推しが尊すぎて今日も幸せ ぷにちゃん 2021.01. 2022.03. ビーズログ文庫 2 巻 6 のスピ
ンオフ

29 悪役令嬢だそうですが、攻略対象その 5 以外は
興味ありません 千　遊雲 2021.01. 2022.11. レジーナブックス 2 巻 C

30 悪役令嬢は溺愛ルートに入りました ⁉ 十夜 2021.02. 2022.09. デジタル版
SQEX ノベル 4 巻 C

31 悪役令嬢はナイチンゲールをめざす 山田すずか 2021.05. 2022.02. ビーズログ文庫 2 巻 C

32 転成したら悪役令嬢だったので引きニートに
なります 藤森フクロウ 2021.05. 2022.08. アイリス NEO 3 巻 C

33 自称悪役令嬢な妻の観察記録。 しき 2022.04. 2022.10. レジーナブックス 2 巻 C
8 の続編

C はコミカライズ有。発売日 A は 1 巻目の発売年月、B は 2023 年 1 月 30 日時点での最新巻発売年月。



歌子　第 31 号（2023）

― 39 ―

え
ば
、
予
言
の
よ
う
な
こ
の
先
の
成
り
行
き
を
す
べ
て
承
知
し
て
い
る
。
多
く

の
悪
役
令
嬢
も
の
は
こ
の
よ
う
に
現
代
日
本
か
ら
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
転
生
し

て
、
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
現
実
と
実
際
に
向
き
合
っ
て
、
悪
戦
苦
闘
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
が
多
い
。

「
ア
ル
バ
ー
ト
家
」
に
お
い
て
も
、
メ
ア
リ
は
自
分
に
忠
実
に
使
え
る
美
貌

の
従
者
ア
デ
ィ
に
恋
し
、
ヒ
ロ
イ
ン
に
も
な
つ
か
れ
、
周
囲
の
人
々
は
仲
間
に

な
っ
て
、
事
件
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
貴
族
の
令
嬢
が
王
太
子
や

高
位
貴
族
で
は
な
く
、
従
者
を
恋
愛
対
象
と
す
る
も
の
に
は
、
21
「
悪
役
令
嬢

は
二
度
目
の
人
生
を
従
者
に
捧
げ
た
い
」
や
「
悪
役
令
嬢
は
推
し
が
尊
す
ぎ
て

今
日
も
幸
せ
」
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

尤
も
、
28
「
悪
役
令
嬢
は
推
し
が
尊
す
ぎ
て
今
日
も
幸
せ
」
は
、
６
「
悪
役

令
嬢
は
隣
国
の
王
太
子
に
溺
愛
さ
れ
る
」
を
本
編
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
王
国
の
王
太
子
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
ア
カ
リ
に
恋
し
て
テ
ィ

ア
ラ
ロ
ー
ズ
に
婚
約
破
棄
を
突
き
つ
け
る
が
、
留
学
中
だ
っ
た
隣
国
の
王
太

子
、
ア
ク
ア
ス
テ
ィ
ー
ド
に
求
婚
さ
れ
て
マ
リ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
に
移
る
。
と
こ

ろ
が
、
マ
リ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
は
、
ア
イ
シ
ラ
が
お
り
、
悪

役
令
嬢
と
し
て
の
オ
リ
ヴ
ィ
ア
も
い
る
。
テ
ィ
ア
ラ
ロ
ー
ズ
が
ア
ク
ア
ス

テ
ィ
ー
ド
と
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
り
、

ゲ
ー
ム
補
正
は
、
運
命
の
よ
う
に
発
生
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
く

別
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
な
る
。
そ
の
中
で
、「
鼻
血
が
出
や
す
い
」
続
編
の

悪
役
令
嬢
オ
リ
ヴ
ィ
ア
は
、
秀
逸
に
尽
く
す
従
者
レ
ヴ
ィ
を
恋
う
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
悪
役
令
嬢
は
、
人
柄
も
よ
く
、
ヒ
ロ
イ
ン
と
も
敵
対
し
な
い
。
設
定
は

階
級
社
会
だ
が
、
個
人
を
重
視
す
る
が
故
に
、
従
者
と
い
え
ど
も
優
れ
て
い
れ

ば
、
恋
愛
の
対
象
と
し
て
見
て
い
る
。
本
編
の
方
は
、
す
で
に
13
巻
も
出
版
さ

れ
、
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
化
も
進
ん
で
お
り
、
妖
精
の
登
場
シ
ー
ン
な
ど
は
、
コ

ミ
ッ
ク
の
方
が
愛
ら
し
い
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
大

切
に
し
て
、
活
字
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
想
像
す
る
と
い
う
作
業
も
な
い
。
つ
ま

り
、
イ
ラ
ス
ト
が
読
者
の
好
み
に
合
わ
な
い
と
レ
ビ
ュ
ー
で
評
価
さ
れ
る
。

「
悪
役
令
嬢
は
隣
国
の
王
太
子
に
溺
愛
さ
れ
る
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
用

意
さ
れ
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
で
描
か
れ
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
だ
が
、
技
法
の
一
つ
に
「
焦

ら
し
」
が
あ
る
。
例
え
ば
、
３
「
侯
爵
令
嬢
の
嗜
み
」
に
お
い
て
は
、
第
一
王

子
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
が
、
第
二
王
子
派
の
躍
進
の
た
め
に
留
学
と
称
し
て
姿
を
隠

し
、
身
を
や
つ
し
て
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
名
前
で
ア
ル
メ
リ
ア
公
爵
領
に
姿
を
現

し
、
ア
イ
リ
ス
の
画
期
的
な
領
運
営
を
支
え
、
ア
イ
リ
ス
と
愛
情
を
育
む
が
、

最
後
は
、
国
の
た
め
に
闘
い
、
一
端
は
第
一
王
子
死
亡
の
報
が
流
れ
る
。

デ
ィ
ー
ン
を
愛
し
て
い
た
ア
イ
リ
ス
は
非
常
に
悲
し
み
、
そ
の
中
で
第
一
王
女

で
あ
る
レ
テ
ィ
シ
ア
が
女
王
と
し
て
即
位
す
る
。
そ
の
後
、
実
は
第
一
王
子
は

生
き
て
い
て
、
突
然
、
デ
ィ
ー
ン
と
し
て
ア
イ
リ
ス
の
と
こ
ろ
に
姿
を
現
し
、

平
民
と
し
て
侯
爵
令
嬢
ア
イ
リ
ス
と
結
婚
す
る
と
い
う
結
末
を
見
る
の
で
あ

る
。
デ
ィ
ー
ン
の
存
在
を
「
焦
ら
す
」
こ
と
で
、
ア
イ
リ
ス
と
結
ば
れ
る
大
団

円
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
王
族
の
男
性
が
生
き
て
い
る
と
女

王
が
存
在
し
に
く
い
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
ま
り
に
ご
都
合
主
義
且
つ
、

身
分
制
す
ら
そ
れ
で
壊
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
品
世
界

の
現
実
に
お
い
て
は
、
王
国
で
あ
り
、
女
王
が
君
臨
し
、
ア
イ
リ
ス
の
弟
ベ
ル

ン
が
王
配
に
選
ば
れ
て
い
る注
３

。
な
ら
ば
、
た
だ
で
さ
え
、
独
立
で
き
る
ほ
ど
の

力
を
蓄
え
た
ア
ル
メ
リ
ア
公
爵
領
を
国
が
野
放
し
に
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

王
配
だ
け
で
は
抑
え
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
女
侯
爵
と
し
て
生
き
る
で
あ

ろ
う
ア
イ
リ
ス
に
対
し
て
、
戸
籍
す
ら
作
っ
た
国
で
あ
れ
ば
、
第
一
王
子
の
生

存
を
認
め
、
ア
ル
メ
リ
ア
公
爵
領
を
確
実
に
王
国
内
に
封
ず
る
た
め
に
、

デ
ィ
ー
ン
が
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
第
一
王
子
と
し
て
降
嫁
な
ら
ぬ
臣
籍
降
下
と
し

て
王
家
か
ら
婿
入
り
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、
父
親
は
隠
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居
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
作
品
世
界
に
お
け
る
政
治
的
で
現
実
的
な
結
末

だ
と
思
う
が
、
身
分
制
度
を
使
い
な
が
ら
、
王
家
且
つ
血
脈
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
王
族
を
簡
単
に
平
民
に
据
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
こ
の
作
品
の
限
界

を
見
る
。

「
焦
ら
し
」
に
つ
い
て
は
、「
虫
か
ぶ
り
姫
」
に
お
け
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
王

太
子
婚
約
者
、
エ
リ
ア
ー
ナ
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
令
嬢
の
「
生
死
不

明
」
と
そ
れ
に
続
く
苦
難
、
王
家
の
離
反
者
に
命
を
狙
わ
れ
、
王
妃
の
兄
公
爵

の
ク
ー
デ
タ
ー
に
ま
で
お
よ
ん
で
作
品
世
界
の
緊
張
が
続
く
。
ク
ー
デ
タ
ー
を

未
遂
で
終
わ
ら
せ
、
エ
リ
ア
ー
ナ
が
復
権
す
る
ま
で
、
読
者
も
作
品
世
界
の
緊

張
と
と
も
に
手
に
汗
握
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る注
４

。

三
、
虫
か
ぶ
り
姫
︱
︱
聖
女
と
い
う
型
フ
ォ
ー
ム

　

「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
物
語
の
技
法
（
一
）
に
お
い
て
、
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
王
太
子
の
婚
約
者
で
あ
る
エ
リ
ア
ー
ナ
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
令

嬢
が
生
死
不
明
で
し
ば
ら
く
続
巻
が
出
ず
に
な
か
な
か
ス
ト
ー
リ
ー
に
進
展
の

な
か
っ
た
作
品
、
理
由
は
、「
灰
色
の
悪
夢
」
と
い
う
感
染
症
の
設
定
が
「
コ

ロ
ナ
」
の
蔓
延
と
重
な
り
、
著
者
が
意
図
せ
ぬ
出
来
事
に
た
じ
ろ
い
だ
部
分
が

あ
っ
た
か
ら
と
著
者
が
六
巻
の
あ
と
が
き
で
明
か
し
て
い
る
。
五
巻
の
発
刊
が

二
〇
一
九
年
七
月
で
、
六
巻
が
二
〇
二
二
年
二
月
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
そ
の
間
の
逡
巡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
王
都
に
残
っ
て

執
務
を
続
け
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
近
辺
で
起
き
る
事
件
と
度
々
王
家
に
見
放

さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
き
た
ラ
ル
シ
ェ
ン
伯
爵
領
に
出
向
い
て
い
る
婚
約
者
の
エ

リ
ア
ー
ナ
の
周
囲
で
起
こ
る
事
件
と
、
そ
の
総
体
は
ひ
と
つ
の
流
れ
で
も
個
々

に
日
々
事
件
は
起
こ
り
、
王
太
子
と
エ
リ
ア
ー
ナ
そ
れ
ぞ
れ
の
葛
藤
ま
で
丹
念

に
描
き
込
ん
で
い
れ
ば
、
物
語
は
あ
る
決
着
を
見
る
ま
で
、
な
か
な
か
進
ま
な

い
。
従
っ
て
、
六
巻
で
そ
れ
ぞ
れ
に
解
決
を
見
て
そ
の
背
後
関
係
ま
で
見
渡
せ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
著
者
に
も
苦
悶
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

六
巻
に
お
い
て
丁
寧
に
乗
り
越
え
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
が
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
も
現
代
の
時
代
層
を
確
実
に
捉
え
て
い
る
。
二
人

は
そ
れ
ぞ
れ
に
国
を
統
治
す
る
者
と
し
て
成
長
す
る
が
、
感
染
症
と
戦
乱
の
危

機
は
、
今
日
の
社
会
が
ま
さ
に
抱
え
て
い
る
問
題
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
に
絡

む
の
が
、
前
回
指
摘
し
た
パ
ス
カ
ル
子
爵
令
嬢
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
見
立
て
た
悪
役

令
嬢
も
の
の
型
フ
ォ
ー
ムを
用
い
た
反
逆
事
件
で
あ
る
が
、
著
者
は
そ
れ
く
ら
い
の
試
練

で
こ
の
二
人
を
成
婚
に
は
向
か
わ
せ
な
い
。
次
に
は
、
こ
れ
に
学
ん
だ
王
妃
の

兄
で
あ
る
オ
ー
デ
ィ
ン
公
爵
に
よ
る
、
娘
フ
ァ
ー
ミ
ア
を
使
っ
て
外
祖
父
に
な

る
こ
と
を
企
み
、
あ
ろ
う
こ
と
か
軍
部
が
力
を
持
つ
こ
と
を
是
と
す
る
派
閥

が
、
王
太
子
の
隣
に
「
聖
女
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
フ
ァ
ー
ミ
ア
を
据

え
、
エ
リ
ア
ー
ナ
と
国
家
財
政
を
立
て
直
し
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
家
の

失
脚
を
企
ん
で
い
く
と
い
う
流
れ
で
あ
る注
４

。

聡
明
で
本
の
虫
で
あ
る
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
そ
の
昔
、
才
走
っ
た
生
意
気
に

育
っ
て
い
る
少
年
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
王
子
が
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
無
自
覚
に
本
に

当
た
る
の
を
見
咎
め
、
身
分
差
・
年
齢
差
を
果
敢
に
乗
り
越
え
て
叱
責
す
る
。

反
論
も
か
な
わ
ず
、
衝
撃
を
受
け
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
は
、
根
が
英
邁
で
あ
る

だ
け
に
エ
リ
ア
ー
ナ
に
興
味
を
引
か
れ
た
。
そ
の
王
太
子
に
応
え
て
エ
リ
ア
ー

ナ
は
、
幅
広
い
読
書
か
ら
現
実
生
活
の
改
善
や
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
こ
と

を
語
る
が
、
そ
の
読
書
と
現
実
生
活
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
エ
リ
ア
ー
ナ
の
姿
に

に
感
銘
を
受
け
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
は
、
そ
れ
が
現
実
に
政
治
や
行
政
の
手
腕

に
よ
っ
て
実
現
す
る
様
を
見
せ
て
報
い
て
い
く
。
そ
れ
ら
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

の
手
腕
に
も
な
る
。
初
恋
に
目
覚
め
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
が
エ
リ
ア
ー
ナ
の
思

い
を
統
治
の
形
に
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
か
ら
、
遅
れ
て
目
覚
め
た
エ
リ

ア
ー
ナ
の
恋
は
、
一
度
パ
ス
カ
ル
令
嬢
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は

初
め
て
嫉
妬
と
恋
心
を
自
覚
す
る
。
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成
婚
の
日
取
り
も
決
ま
っ
て
盤
石
な
関
係
の
二
人
に
否
応
な
く
突
き
つ
け
て

く
る
の
が
伯
父
で
も
あ
る
オ
ー
デ
ィ
ン
公
爵
の
野
心
で
あ
る
。「
聖
女
」
と
い

う
設
定
は
、
爵
位
の
低
い
令
嬢
が
高
位
貴
族
や
王
族
を
射
止
め
る
シ
ン
デ
レ
ラ

ス
ト
ー
リ
ー
と
は
、
ま
た
少
し
違
っ
た
趣
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
階

級
社
会
で
あ
る
貴
族
の
生
活
の
中
で
、
爵
位
の
低
い
者
が
侯
爵
家
以
上
の
配
偶

者
を
射
止
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
故
の
魅
力
が
あ
る
こ
と
は
さ
て
お

き
、
階
級
社
会
の
意
図
す
る
常
識
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、「
聖

女
」
は
、
階
級
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。「
虫
か
ぶ
り
姫
」
で
は
公
爵
令
嬢
だ
が
、

平
民
で
も
貴
族
階
級
で
も
か
ま
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
「
聖
女
」
と

呼
ば
れ
る
だ
け
の
「
実
力
」
で
敬
意
と
共
に
王
族
や
高
位
貴
族
と
並
べ
る
と
こ

ろ
に
魅
力
が
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
子
爵
と
そ
の
娘
の
事
件
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

が
、
そ
れ
を
知
っ
た
オ
ー
デ
ィ
ン
公
爵
は
、
未
だ
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
に
未
練
の

あ
る
フ
ァ
ー
ミ
ア
に
「
聖
女
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
、
自
分
の
派
閥
を

使
っ
て
、
徐
々
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
見
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
は
平
和
穏
健
派
に
見
え
る
が
、
黒
翼
騎
士
団

の
セ
オ
デ
ン
・
バ
ク
ラ
将
軍
に
よ
れ
ば
、「
サ
ウ
ズ
リ
ン
ド
の
頭
脳
」
と
い
う

呼
び
名
は
、
国
家
の
危
機
に
際
し
て
、
軍
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
発

し
て
い
る
隠
し
名
だ
と
い
う
。
実
際
、
エ
リ
ア
ー
ナ
の
祖
父
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
の

戦
略
を
用
い
て
国
を
勝
利
に
導
い
て
、
英
雄
の
名
で
呼
ば
れ
る
バ
ク
ラ
将
軍
な

ら
で
は
の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
平
和
維
持
に
は
向
か
な
い
の
だ
と
も
述
べ

て
、
そ
の
座
を
フ
ァ
ー
ミ
ア
に
譲
る
よ
う
エ
リ
ア
ー
ナ
に
迫
る
。

エ
リ
ア
ー
ナ
と
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
王
太
子
の
関
係
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の

初
恋
に
端
を
発
し
、
困
難
を
極
め
な
が
ら
成
就
し
た
恋
愛
感
情
に
成
り
立
つ
関

係
で
あ
る
。
恋
愛
感
情
は
己
の
自
我
と
密
接
に
絡
み
、
し
か
も
相
愛
で
あ
る
だ

け
に
諦
め
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
。
セ
オ
デ
ン
お
じ
い
さ
ま
と
慕
う
バ
ク
ラ

将
軍
の
言
で
は
あ
っ
て
も
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
困
難
を
身
に
負
う

て
苦
労
し
て
も
、
任
務
を
全
う
し
、
生
き
て
、
王
太
子
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
も

と
へ
帰
る
道
を
選
ぶ
。

襲
撃
の
混
乱
の
中
で
、
そ
れ
で
も
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
王
太
子
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
へ
の
思
い
を
捨
て
ず
、
王
太
子
側
近
ア
レ
ク
セ
イ
へ
密
か
に
連
絡
を
取

り
、
王
太
子
婚
約
者
と
し
て
と
る
べ
き
行
動
を
開
始
す
る
。
暴
動
を
起
こ
し
た

ラ
ル
シ
ェ
ン
の
街
も
、
鉱
山
夫
た
ち
の
立
て
籠
も
る
ウ
ル
マ
鉱
山
の
町
ハ
ー

シ
ェ
も
、
そ
し
て
、「
灰
色
の
悪
夢
」
と
呼
ば
れ
る
感
染
症
治
療
薬
を
見
つ
け

る
こ
と
も
諦
め
ず
、
知
恵
を
絞
り
、
地
元
民
た
ち
の
生
活
に
寄
り
添
う
発
想
と

そ
れ
を
実
現
化
す
る
手
立
て
を
考
案
し
な
が
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
緊
急
性

の
観
点
か
ら
超
法
規
的
に
事
を
起
こ
し
、
民
を
救
済
し
な
が
ら
新
た
な
秩
序
と

生
活
を
提
案
し
て
い
く
。
王
都
で
は
、
聖
女
フ
ァ
ー
ミ
ア
こ
そ
が
次
期
王
太
子

妃
と
の
声
高
く
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は
逃
げ
た
の
だ
な
ど
と
い
う
不
名
誉
な
噂
が
蔓

延
す
る
中
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
暴
動
を
起
こ
し
た
首
謀
者
、
ア
ッ
カ
・
ア
ル
ク

ト
を
罰
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
秩
序
を
作
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
働
か

せ
る
。
王
家
に
見
捨
て
ら
れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
起
き
た
暴
動
で
あ
る
な
ら

ば
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
か
ら
委
任
さ
れ
た
王
家
の
代
理
と
し
て
、
こ
の
地
の
病

を
鎮
め
、
新
し
い
生
活
を
創
造
し
て
、
領
主
と
と
も
に
そ
の
地
が
安
定
す
る
こ

と
を
見
越
す
べ
き
だ
と
い
う
合
理
的
な
思
考
か
ら
で
あ
る
。

治
療
薬
を
探
す
の
に
妨
害
に
も
遭
う
が
、
薬
草
学
の
権
威
で
あ
っ
た
ア
ル
ケ

ミ
ル
博
士
の
曾
孫
、
ジ
ー
ン
と
出
会
い
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
と
も
に
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
治
療
薬
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。
己
の
名
誉
な
ど
よ
り
、
民
の
生
活

と
い
う
為
政
者
と
し
て
の
あ
り
方
を
疑
わ
ず
に
示
せ
る
資
質
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
。
民
に
寄
り
添
う
王
太
子
婚
約
者
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
民
が
エ
リ
ア
ー

ナ
の
味
方
に
な
る
。
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
王
太
子
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
に
知
恵
を
授

け
て
守
ら
れ
て
い
た
存
在
か
ら
、
自
ら
民
に
語
り
か
け
、
民
と
の
交
流
の
中
か

ら
新
た
な
施
策
を
整
え
て
い
く
次
期
王
妃
と
し
て
の
実
力
を
、
こ
れ
ら
の
困
難
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の
中
で
自
覚
な
く
養
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
方
、
王
太
子
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
も
、
エ
リ
ア
ー
ナ
の
陥
っ
た
事
態
に
苦
悶

を
隠
せ
な
い
。
し
か
も
敵
が
、
伯
父
で
あ
る
オ
ー
デ
ィ
ン
公
爵
で
あ
る
と
分

か
っ
て
い
れ
ば
、
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
よ
う
な
厳
し
い
事
態
で
あ
る
。
最
愛
の

エ
リ
ア
ー
ナ
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
こ
と
を
お
の
れ
に
許
せ
ず
に
い
る
。
そ

う
い
う
中
で
エ
リ
ア
ー
ナ
の
父
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
は
、
王
太
子
に
向
け

て
、
次
の
よ
う
に
言
い
放
つ
。

「
王
子
、
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
何
を
学
ん
で
来
ら
れ
た
。
愚
王
の
道
を
踏

襲
す
る
た
め
か
。
繰
り
返
す
歴
史
に
お
の
れ
の
未
熟
さ
を
悔
い
て
、
た
だ
我

ら
の
名
に
頼
り
続
け
る
た
め
か
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
選
ん
だ
王
の
道
か
」

さ
ら
に
侯
爵
は
、
幼
少
期
か
ら
こ
の
王
太
子
を
あ
し
ら
っ
て
き
た
辛
辣
さ
で

続
け
る
。

「
私
と
祖マ

マ父
が
出
し
た
条
件
を
上
っ
面
で
取
り
付
け
、
事
を
急
い
た
ゆ
え

の
し
っ
ぺ
返
し
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
。
青
臭
い
ひ
よ
っ
こ
の
や
る
こ
と
ゆ

え
、
予
測
し
得
る
事
態
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か注
５

」

そ
の
上
で
、
侯
爵
は
静
か
な
微
笑
と
と
も
に
王
太
子
へ
次
の
よ
う
に
言
い
、

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
苦
悶
の
上
塗
り
を
す
る
の
だ
が
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は
こ
の
よ

う
な
父
を
持
つ
娘
だ
と
い
う
こ
と
は
、
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

「
あ
な
た
が
出
し
た
答
え
に
は
敬
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
殿
下
」

そ
れ
は
め
ず
ら
し
く
侯
爵
が
ク
リ
ス
を
認
め
た
の
だ
と
、
続
い
た
言
葉
で

悟
る
。

「
あ
な
た
の
求
め
続
け
た
エ
リ
ア
ー
ナ
。
あ
の
子
に
手
掛
か
り
を
託
す
と

決
め
た
、
あ
な
た
の
判
断
を
」

そ
の
瞬
間
ほ
ど
ク
リ
ス
の
感
情
が
ふ
く
れ
上
が
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
認
め
ら
れ
た
喜
び
な
ど
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
自
身

へ
の
激
し
い
怒
り
だ
っ
た
。

近
衛
大
将
軍
で
あ
る
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
家
の
子
息
で
王
太
子
側
近
で
あ
る
グ
レ

ン
か
ら
見
て
も
、
そ
の
厳
し
さ
に
瞠
目
す
る
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
が
サ
ウ
ズ
リ
ン
ド
の
頭
脳
と
呼
ば
れ
る
一
族
か
、
と
今
さ
ら
戦
慄
を

覚
え
る
。
時
勢
と
未
来
を
見
て
、
そ
れ
が
最
善
と
思
え
ば
、
自
身
の
娘
で
さ

え
危
地
に
向
か
わ
せ
る
の
に
た
め
ら
い
は
な
い
。
そ
の
冷
徹
な
判
断
力
」

こ
れ
ら
の
会
話
の
流
れ
を
見
れ
ば
、
当
然
、
父
侯
爵
は
、
王
太
子
に
要
求
を

突
き
つ
け
な
が
ら
も
、
娘
が
書
物
よ
り
も
王
太
子
に
心
を
惹
か
れ
た
な
ら
ば
、

起
こ
る
こ
と
は
見
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
エ
リ
ア
ー
ナ
自
身
が
そ
の

資
質
を
開
花
さ
せ
る
べ
く
、
困
難
に
立
ち
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
。
ベ

ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
家
は
、
自
ら
の
手
の
者
た
ち
で
あ
る
「
ダ
ン
・
エ
ド
ル

ド
」
を
エ
リ
ア
ー
ナ
に
差
し
向
け
て
、
必
要
な
物
資
を
国
中
か
ら
集
め
て
援
護

し
た
。
そ
の
中
に
は
、
エ
リ
ア
ー
ナ
の
叔
父
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
す
ら
含
ま
れ
て
い

た
。
一
族
が
皆
本
の
虫
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は
、
政
治
的
な
こ
と
に
も
興
味
が

薄
く
、
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
侯
爵
家
は
、
高
位
貴
族
に
し
て
は

侮
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
族
が
真
価
を
発
揮
し
、
総
力
を
あ
げ
て
背
後
か

ら
エ
リ
ア
ー
ナ
を
支
援
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
も
能
力
を
見
込
ん
だ
個
人
的
な
部
下
で
あ
る
ア
ラ
ン
を
、
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常
に
エ
リ
ア
ー
ナ
に
付
け
て
い
る
し
、
マ
ル
ド
ゥ
ラ
国
の
第
五
王
子
で
サ
ウ
ズ

リ
ン
ド
人
と
の
ハ
ー
フ
で
あ
る
ア
ー
ヴ
ィ
ン
も
同
行
し
て
エ
リ
ア
ー
ナ
に
言
い

寄
る
場
面
も
あ
る
が
、
エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
内
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
つ
つ
も
、
ア
ン
リ

エ
ッ
タ
王
妃
や
ロ
ザ
リ
ア
王
姉
か
ら
の
教
え
を
糧
に
、
揺
る
ぎ
な
く
あ
し
ら
い

方
を
覚
え
て
い
く
。
ま
た
、
王
家
の
陰
に
発
生
し
た
離
反
の
指
示
命
令
の
中

で
、
裏
切
り
者
に
な
っ
た
エ
リ
ア
ー
ナ
の
従
者
ジ
ャ
ン
に
詰
め
寄
り
、
自
分
の

従
者
と
し
て
取
り
戻
す
。

エ
リ
ア
ー
ナ
は
、
権
威
や
命
令
で
な
く
、
心
か
ら
寄
り
添
う
こ
と
で
、
ジ
ャ

ン
の
エ
リ
ア
ー
ナ
付
従
者
の
心
を
取
り
戻
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
ア
ー
ヴ
ィ

ン
王
子
に
マ
ル
ド
ゥ
ラ
国
と
サ
ウ
ズ
リ
ン
ド
の
非
戦
を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
い

る
。
エ
リ
ア
ー
ナ
の
公
平
な
心
は
、
オ
ー
デ
ィ
ン
公
爵
を
前
に
し
て
も
変
わ
ら

な
い
。
命
を
狙
っ
た
そ
の
張
本
人
で
あ
る
公
爵
が
、
娘
の
フ
ァ
ー
ミ
ア
が
王
太

子
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
籠
絡
に
失
敗
し
た
と
知
っ
て
、
思
わ
ず
拳
を
振
り
上
げ

た
と
き
に
、
フ
ァ
ー
ミ
ア
を
庇
っ
て
立
ち
向
か
い
、
そ
の
暴
力
を
非
難
す
る
強

さ
を
持
つ
。
父
親
に
乗
じ
て
な
ん
と
か
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
に
振
り
向
い
て
も
ら

い
た
か
っ
た
フ
ァ
ー
ミ
ア
の
思
惑
な
ど
、
こ
の
エ
リ
ア
ー
ナ
の
姿
と
対
比
さ
れ

れ
ば
、
女
の
闘
い
と
し
て
も
勝
負
に
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
く
。

「
虫
か
ぶ
り
姫
」
は
、
七
巻
目
に
お
い
て
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
事
後
処
理

に
奔
走
さ
れ
る
姿
と
王
弟
テ
オ
ド
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
事
件
が
想
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
王
妃
の
兄
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
だ
け
に
、
王

が
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
へ
の
譲
位
を
考
え
て
い
る
こ
と
、
エ
リ
ア
ー
ナ
が
見
せ
た

今
回
の
手
腕
に
よ
り
、
王
太
子
婚
約
者
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
国
の
最
重
要

人
物
と
し
て
、
王
家
か
ら
近
衛
や
影
を
含
む
最
高
の
身
辺
警
護
が
つ
き
、
ま

た
、
ア
レ
ク
セ
イ
な
ど
、
王
太
子
側
近
た
ち
の
目
か
ら
見
て
も
、
単
な
る
高
位

貴
族
の
令
嬢
と
い
う
枠
を
越
え
た
王
妃
の
風
格
を
備
え
る
女
性
と
し
て
開
花
し

て
い
る
姿
に
見
え
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
で
さ
え
が
ま
ぶ
し
い
と
思
う
よ
う
に
成

長
し
て
い
る
。
ア
ー
ヴ
ィ
ン
王
子
が
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
王
太
子
を
揺
さ
ぶ
る
好

敵
手
と
し
て
仲
良
く
争
い
な
が
ら
外
交
を
繰
り
広
げ
る
姿
も
、
緊
迫
し
た
作
品

世
界
後
の
喜
劇
と
し
て
一
服
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
。

「
虫
か
ぶ
り
姫
」
は
「
乙
女
ゲ
ー
ム
」
や
「
転
生
」
な
ど
と
い
う
攻
略
本
的

設
定
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
王
朝
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
な
世

界
観
の
中
で
、「
悪
役
令
嬢
」
や
「
聖
女
」
の
型
を
使
い
な
が
ら
、
実
は
、
現

代
社
会
の
実
相
と
進
ん
で
ほ
し
い
理
想
的
な
社
会
像
を
紡
い
で
い
る
。
こ
の
作

品
は
コ
ミ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
ア
ニ
メ
化
も
進
ん
で
い
る
。
い
つ
ま
で
続
く

か
、
ど
こ
ま
で
描
か
れ
る
か
は
不
明
だ
が
、
一
定
以
上
の
読
者
に
支
持
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
異
世
界
か
ら
聖
女
が
来
る
よ
う
な
の
で
邪
魔
者
は
消
え
よ
う
と
思
い
ま

す 

︱
︱
悪
役
令
嬢
と
聖
女
か
、
聖
女
が
ふ
た
り
か
︱
︱

こ
の
作
品
も
順
調
に
巻
数
を
増
や
し
て
い
て
、
現
在
五
巻
、
ま
だ
続
き
そ
う

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
最
果
て
の
聖
女
～
私
は
異
世
界
で
恋
を
す
る
』
と
い

う
ゲ
ー
ム
を
現
代
日
本
で
や
っ
て
い
た
少
女
の
ひ
と
り
が
「
転
生
し
た
フ
ェ
リ

シ
ア
」（
以
後
こ
の
フ
ェ
リ
シ
ア
を
通
常
の
主
人
公
「
フ
ェ
リ
シ
ア
」
と
し
て

扱
い
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
や
悪
役
令
嬢
と
し
て
の
フ
ェ
リ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
括

弧
な
ど
で
区
別
す
る
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
も
長
す
ぎ
る
の
で
、
以
降

は
「
異
世
界
か
ら
聖
女
」
と
簡
略
に
表
記
す
る
）
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
に

は
、
ゲ
ー
ム
の
記
憶
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
作
品
は
、
典
型
的
な
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
転
生
し
た
「
悪
役

令
嬢
も
の
」
で
「
聖
女
も
の
」
で
あ
る
。
そ
の
ゲ
ー
ム
と
は
、『
最
果
て
の
聖

女
～
私
は
異
世
界
で
恋
を
す
る
』
で
あ
り
、「
悪
役
令
嬢
フ
ェ
リ
シ
ア
」
の
迎

え
る
結
末
は
、「
ベ
ス
ト
エ
ン
ド
」
で
暗
殺
、「
ノ
ー
マ
ル
エ
ン
ド
」
で
毒
殺
、

「
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
」
で
刺
殺
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
悪
役
令
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嬢
に
と
っ
て
は
、
過
酷
極
ま
り
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
。
そ
し
て
、
ヒ
ロ
イ

ン
に
よ
る
王
太
子
攻
略
に
必
要
な
「
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
「
聖
女
召
喚
日
の
夜

会
で
王
太
子
と
踊
る
」
こ
と
に
続
き
、「
湖
で
聖
女
と
王
太
子
が
ボ
ー
ト
を
楽

し
む
」
こ
と
、
最
後
に
「
聖
女
の
お
忍
び
の
際
に
魔
物
に
出
会
い
、
王
太
子
が

そ
れ
を
救
済
、
聖
女
と
結
ば
れ
る
」
の
だ
が
、
悪
役
令
嬢
で
あ
る
「
ゲ
ー
ム
内

の
フ
ェ
リ
シ
ア
」
は
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
徹
底
し
て
聖
女
に
い
じ
め
を

駆
使
し
、
そ
れ
が
故
に
前
述
の
よ
う
な
過
酷
な
死
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
は
、
平
民
で
あ
る
聖
女
の

「
瘴
気
を
浄
化
す
る
」
と
い
う
能
力
に
よ
り
、
王
家
か
ら
保
護
さ
れ
、
王
太
子

に
愛
さ
れ
る
と
い
う
シ
ン
デ
レ
ラ
ス
ト
ー
リ
ー
が
ゲ
ー
ム
の
肝
で
あ
っ
て
、

「
ゲ
ー
ム
の
フ
ェ
リ
シ
ア
」
ご
と
き
は
無
用
と
い
う
の
が
、
ゲ
ー
ム
設
定
の
世

界
観
で
あ
る
。

シ
ャ
ン
ゼ
ル
王
国
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
太
子
が
聖
女
に
心
惹
か
れ
た
場
合
、
暗

殺
か
毒
殺
か
刺
殺
し
か
な
い
こ
と
を
知
っ
た
フ
ェ
リ
シ
ア
が
、「
円
満
な
婚
約

破
棄
」
と
「
平
民
」
と
し
て
幸
せ
に
暮
ら
そ
う
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
し
か
し
、
す
で
に
フ
ェ
リ
シ
ア
そ
の
も
の
が
転
生
者
で
あ
り
、
幼
少
期
は

自
覚
な
く
過
ご
し
て
い
た
と
し
て
も
お
そ
ら
く
人
格
が
異
な
っ
て
い
た
。

「
ゲ
ー
ム
の
フ
ェ
リ
シ
ア
」
は
、
薬
草
や
毒
草
に
興
味
が
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
義
姉
ブ
リ
ジ
ッ
ド
に
毒
を
盛
ら
れ
て
死
に
か
け
て
か

ら
、
毒
に
耐
性
を
付
け
、
積
極
的
に
毒
草
や
薬
草
に
つ
い
て
学
び
、
側
室
だ
っ

た
母
と
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
ダ
レ
ン
と
親
し
く
な
り
、
自
分
で
調
合
し
た
毒
消

し
薬
を
用
い
て
苦
し
ん
で
い
た
鷹
を
助
け
、
そ
の
野
生
の
鷹
と
意
思
疎
通
し
、

王
女
と
言
う
に
は
劣
悪
な
環
境
に
育
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
意
に
介
さ
ず
、
前
向

き
に
た
く
ま
し
く
生
き
延
び
て
い
く
。
自
分
ひ
と
り
だ
け
が
側
室
の
子
で
あ
る

た
め
、
義
兄
や
義
姉
妹
に
も
憎
ま
れ
て
い
る
と
思
い
込
み
、
ひ
た
す
ら
、
前
向

き
に
生
き
延
び
て
、
庶
民
と
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
生
活
す
る
。
従
っ
て
、
か

な
り
幼
い
う
ち
か
ら
栽
培
し
た
薬
草
を
持
っ
て
町
の
市
へ
売
り
に
行
く
こ
と
も

実
行
し
て
い
る
。
厳
し
い
環
境
下
で
独
立
心
と
自
立
心
を
養
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
る
義
兄
の
存
在
が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な
い
ま
ま

育
つ
。

ま
た
、
ひ
た
む
き
に
不
幸
な
環
境
下
で
生
き
て
き
た
故
に
、
覚
え
て
い
て
も

不
都
合
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
忘
れ
て
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
最
た
る
も
の

は
、
シ
ャ
ン
ゼ
ル
の
王
太
子
が
、
幼
い
頃
グ
ラ
ン
カ
ル
ス
ト
に
来
て
、
フ
ェ
リ

シ
ア
と
会
っ
て
あ
る
約
束
を
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
シ
ャ
ン
ゼ
ル
の
王
太
子
ウ
ィ

リ
ア
ム
は
、
そ
の
ひ
た
む
き
で
、
生
き
る
こ
と
を
植
物
を
通
し
て
理
解
し
、
生

き
生
き
と
人
間
ら
し
く
輝
い
て
い
る
姿
に
感
動
し
、
心
惹
か
れ
て
、
フ
ェ
リ
シ

ア
を
連
れ
出
す
約
束
の
言
葉
を
残
し
て
シ
ャ
ン
ゼ
ル
に
帰
国
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア

ム
も
幼
く
し
て
唯
一
の
後
継
王
太
子
と
し
て
笑
顔
を
貼
り
付
け
た
処
世
術
を
身

に
つ
け
、
人
を
迂
闊
に
信
じ
ら
れ
な
い
孤
独
に
苦
し
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
設
定
に
は
な
か
っ
た
前
提
が
生
ま
れ
た
上
で
、
王
と

な
っ
た
ア
イ
ゼ
ン
に
よ
っ
て
婚
約
が
整
え
ら
れ
、
フ
ェ
リ
シ
ア
は
シ
ャ
ン
ゼ
ル

に
送
り
込
ま
れ
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
姿
絵
を
見
て
転
生
前
の

ゲ
ー
ム
の
記
憶
と
そ
の
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
妹
の
こ
と
を
思
い
出

し
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
攻
略
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
自
分
の
目
標
で
あ
る
「
円
満

な
婚
約
破
棄
」
と
「
平
民
」
と
し
て
暮
ら
す
準
備
に
邁
進
す
る
。

フ
ェ
リ
シ
ア
が
シ
ャ
ン
ゼ
ル
に
到
着
し
た
日
は
、
新
し
い
聖
女
の
召
喚
日
と

も
重
な
る
が
、
多
く
が
聖
女
の
方
へ
気
を
と
ら
れ
る
中
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、

き
っ
ち
り
と
フ
ェ
リ
シ
ア
を
出
迎
え
る
。
自
分
が
現
代
日
本
か
ら
の
転
生
者
の

自
覚
が
あ
る
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
王
家
に
生
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
全
く
権
威
主
義

で
は
な
い
。
サ
ラ
と
い
う
聖
女
も
日
本
の
高
校
生
で
あ
っ
た
も
の
が
召
喚
さ
れ

た
と
理
解
し
、
そ
の
す
ご
さ
に
素
直
に
敬
意
を
払
う
。
従
っ
て
、
聖
女
で
あ
る

サ
ラ
か
ら
慕
わ
れ
、
他
か
ら
ど
ん
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
も
、
サ
ラ
と
フ
ェ
リ
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シ
ア
は
敵
対
し
な
い
。
さ
ら
に
周
辺
の
貴
族
令
嬢
た
ち
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ

に
も
全
く
動
じ
ず
に
流
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
グ
ラ
ン
カ
ル
ス
ト
王
国
で
の

不
幸
な
暮
ら
し
を
逆
手
に
と
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
フ
ェ
リ
シ
ア
に
は
、
か
え
っ

て
環
境
も
良
く
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ダ
レ
ン
に
連
絡
し
て
身
を
や
つ
し
、
王
宮
を
抜
け
出
す
フ
ェ
リ
シ
ア
だ
が
、

早
速
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
気
づ
か
れ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
も
一
介
の
騎
士
に
身
を
や
つ

し
、
お
互
い
に
「
騎
士
の
ウ
ィ
ル
」、「
薬
師
見
習
い
の
エ
マ
」
と
し
て
、
つ
き

あ
い
が
始
ま
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
は
ダ
レ
ン
の
と
こ
ろ
で
は
、
素
の
状
態
に
戻
れ

る
の
で
、
二
人
は
こ
こ
で
知
ら
ず
知
ら
ず
に
親
し
く
な
り
、
フ
ェ
リ
シ
ア
の
方

も
認
め
た
が
ら
な
い
も
の
の
恋
心
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
。
サ
ラ
と
ウ
ィ
リ

ア
ム
の
状
況
を
探
り
つ
つ
も
、
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
婚
約
破
棄
を
切
り
出
す
覚
悟

を
す
る
。

こ
こ
で
計
算
外
な
の
は
、
割
と
気
楽
に
視
察
に
来
る
グ
ラ
ン
カ
ル
ス
ト
の

王
、
義
兄
で
あ
る
ア
イ
ゼ
ン
で
あ
る
。
な
ぜ
か
、
ア
イ
ゼ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
は

互
い
に
認
め
合
っ
て
お
り
、
仲
良
く
喧
嘩
を
す
る
仲
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
は

気
楽
に
視
察
に
現
れ
る
ア
イ
ゼ
ン
に
も
振
り
回
さ
れ
、
ア
イ
ゼ
ン
に
フ
ェ
リ
シ

ア
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
惚
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
苦
悶
す
る
。
ア
イ
ゼ
ン
は
、

前
王
が
候
補
に
決
め
て
い
た
テ
オ
ド
ー
ル
に
で
は
な
く
、
フ
ェ
リ
シ
ア
の
幸
せ

を
考
え
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
か
ら
の
真
摯
な
求
婚
を
受
け
入
れ
て
シ
ャ
ン
ゼ
ル
王

国
へ
出
す
と
決
め
た
そ
の
人
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
そ
ん

な
こ
と
は
知
ら
な
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
と
の
最
後
の
晩
餐
時
も
二
人
だ
け
の
願
い
が
叶
わ
ず
、
聖
女
も

交
え
た
中
で
婚
約
破
棄
を
切
り
出
し
、
最
後
に
出
さ
れ
た
デ
ザ
ー
ト
に
仕
込
ま

れ
た
毒
で
倒
れ
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
ゲ
ー
ム
の
設
定
と
多
く
は
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
決
定

的
に
違
う
の
は
、
も
と
も
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
幼
少
時
に
フ
ェ
リ
シ
ア
に
恋
し

て
、
努
力
し
て
国
力
を
つ
け
な
が
ら
、
ア
イ
ゼ
ン
と
交
渉
し
て
婚
約
に
至
っ
て

い
る
こ
と
、
聖
女
サ
ラ
は
、
フ
ェ
リ
シ
ア
に
親
近
感
を
抱
き
こ
そ
す
れ
、
敵
意

は
ま
っ
た
く
な
く
、
し
か
も
護
衛
騎
士
フ
レ
デ
リ
ク
に
恋
を
し
て
お
り
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
に
も
、
そ
の
こ
と
は
見
抜
か
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
を
点

検
す
る
と
、「
召
喚
の
日
の
夜
会
」
は
、
王
に
促
さ
れ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
ダ
ン

ス
を
し
て
い
る
が
、
他
の
男
性
た
ち
と
も
踊
っ
て
い
る
こ
と
、「
湖
で
ボ
ー

ト
」
の
相
手
が
フ
レ
デ
リ
ク
で
あ
る
こ
と
、「
聖
女
の
お
忍
び
」
の
時
の
聖
女

は
、
身
を
や
つ
し
て
い
た
エ
マ
と
し
て
の
フ
ェ
リ
シ
ア
を
頼
り
、
魔
物
が
出
た

と
き
に
駆
け
つ
け
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
エ
マ
の
正
体
が
フ
ェ
リ
シ
ア
で
あ
る
こ

と
を
は
じ
め
か
ら
知
っ
て
い
て
、
フ
ェ
リ
シ
ア
を
救
済
す
る
た
め
に
駆
け
つ
け

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
前
に
魔
物
か
ら
フ
ェ
リ
シ
ア
を
庇
っ
て
怪
我
を
す
る
の

が
ア
イ
ゼ
ン
で
あ
る
こ
と
も
「
ゲ
ー
ム
の
フ
ェ
リ
シ
ア
」
の
無
用
ぶ
り
と
は
異

な
る
愛
さ
れ
よ
う
な
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
気
づ
か
な
い
の
は
本
人
の
み

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
前
世
の
知
識
で
あ
る
ゲ
ー
ム
の
設
定
が
強
迫
観
念
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
実
際
に
フ
ェ
リ
シ
ア
が
記
憶
し
て
い
る
「
イ

ベ
ン
ト
」
は
、
現
実
の
補
正
が
入
り
な
が
ら
も
起
こ
っ
て
い
る
。

現
実
に
発
生
し
た
フ
ェ
リ
シ
ア
毒
殺
未
遂
事
件
は
、
当
時
の
財
務
大
臣
・
ア

ン
ヴ
ィ
ル
伯
爵
が
、
自
分
の
娘
を
王
太
子
妃
に
し
た
い
野
心
を
持
ち
、
ゲ
イ
ル

や
レ
ベ
ッ
カ
を
使
っ
て
謀
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る注
６

。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
必
死
な
態

度
、
聖
女
サ
ラ
の
犯
人
の
口
実
に
利
用
さ
れ
た
怒
り
と
悲
し
み
で
、
事
件
は
ア

ン
ヴ
ィ
ル
伯
爵
家
の
没
落
で
幕
を
下
ろ
す
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
次
の
火
種
を
察

知
し
て
、
そ
れ
を
表
舞
台
に
引
き
ず
り
出
す
準
備
も
怠
ら
な
い
。

無
事
に
回
復
し
た
フ
ェ
リ
シ
ア
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
徐
々
に
心
を
通
わ
せ
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
た
め
に
浄
化
薬
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
く
。
聖
女
は
空
気
中

の
瘴
気
は
浄
化
で
き
る
が
、
動
物
に
取
り
憑
い
て
魔
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
に
は
効
果
が
な
い
。
そ
の
こ
と
で
、
こ
の
国
は
常
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。
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フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
験
か
ら
、
野
生
の
鷹
ゼ
ン
に
の
ま
せ
た
薬
が

こ
の
国
で
発
生
す
る
魔
物
に
効
果
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

は
、
フ
ェ
リ
シ
ア
が
聖
女
以
上
の
存
在
で
あ
る
可
能
性
に
気
が
つ
き
、
そ
れ
を

貴
族
社
会
や
国
民
に
ど
の
よ
う
に
知
ら
し
め
る
か
思
案
す
る
。
ま
た
、
フ
ェ
リ

シ
ア
の
虐
げ
ら
れ
た
育
ち
を
理
解
し
て
、
自
分
を
頼
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
仕
向

け
よ
う
と
す
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
わ
か
り
難
い
愛
情
の
示
し

方
と
、
彼
の
王
太
子
と
し
て
の
仮
面
と
本
心
の
違
い
を
少
し
ず
つ
見
分
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
薬
品
開
発
で
は
、
ド
ミ
ニ
ク
博
士
や
ダ
レ
ン
た
ち
と

チ
ー
ム
を
組
み
、
暗
殺
未
遂
事
件
後
、
フ
ェ
リ
シ
ア
の
毒
好
き
を
気
に
入
っ

て
、
王
太
子
に
忠
誠
を
誓
っ
た
ゲ
イ
ル
や
ア
イ
ゼ
ン
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
テ
オ

ド
ー
ル
も
作
品
世
界
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
常
々
フ
ェ
リ
シ
ア
を
幼
少
期
に
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
異
母

姉
、
ブ
リ
ジ
ッ
ト
へ
の
報
復
を
企
み
、
情
報
収
集
を
続
け
て
い
た
。
実
は
、
ブ

リ
ジ
ッ
ト
を
グ
ラ
ン
カ
ル
ス
ト
か
ら
出
し
て
オ
ル
デ
ノ
ワ
国
の
国
王
に
嫁
が
せ

た
の
は
ア
イ
ゼ
ン
で
あ
り
、
ア
イ
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
、
フ
ェ
リ
シ
ア
を
守
る
た

め
の
縁
談
で
あ
っ
た
こ
と
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
承
知
し
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

は
、
ゲ
イ
ル
か
ら
決
定
的
な
情
報
を
得
、
本
国
と
オ
ル
デ
ノ
ワ
国
の
双
方
で
の

決
着
を
目
指
す
。
た
だ
、
時
を
同
じ
く
し
て
魔
物
の
浄
化
に
効
く
決
定
的
な
植

物
が
、
オ
ル
デ
ノ
ワ
王
国
に
の
み
生
息
す
る
「
ル
ア
ル
草
」
で
あ
る
こ
と
が
、

テ
オ
ド
ー
ル
の
助
力
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
フ
ェ
リ
シ
ア
の

ト
ラ
ウ
マ
ま
で
理
解
し
て
、
オ
ル
デ
ノ
ワ
行
き
を
渋
り
続
け
る
が
、
フ
ェ
リ
シ

ア
は
、
義
姉
と
の
決
着
を
覚
悟
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
長
年
情
報
収
集
し
て

い
た
内
容
と
、
立
太
子
の
パ
ー
テ
ィ
の
最
中
に
堂
々
と
フ
ェ
リ
シ
ア
毒
殺
を
仕

掛
け
て
き
た
ブ
リ
ジ
ッ
ト
に
怒
り
、
フ
ェ
リ
シ
ア
を
庇
っ
て
対
峙
す
る
。
ル
ア

ル
草
を
入
手
す
る
た
め
に
奔
走
す
る
一
行
の
前
に
瘴
気
に
憑
か
れ
た
ブ
リ
ジ
ッ

ト
が
現
れ
る
。
機
転
を
利
か
し
て
、
ル
ア
ル
草
か
ら
一
錠
だ
け
薬
を
調
合
し
て

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
元
へ
戻
る
が
、
こ
こ
で
、
魔
物
か
ら
フ
ェ
リ
シ
ア
を
庇
っ
て
倒

れ
る
の
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
な
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
人
生
で
最
大
の
怒
り
を
ブ

リ
ジ
ッ
ト
に
ぶ
つ
け
、
怪
我
を
堪
え
て
立
ち
上
が
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
浄
化
さ

れ
る
。
実
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
こ
の
ブ
リ
ジ
ッ
ト
と
ア
ン
ヴ
ィ
ル
伯
爵
私
生

児
・
ガ
エ
ル
が
組
ん
で
、
シ
ャ
ン
ゼ
ル
に
魔
物
を
仕
掛
け
て
く
る
と
い
う
情
報

を
入
手
し
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
フ
レ
デ
リ
ク
・
ア
ー
デ
ン
に
外
遊
中
の

指
揮
権
を
委
譲
し
、
留
守
中
に
起
こ
る
事
件
の
対
処
法
を
宰
相
ゴ
ー
ド
ン
、
フ

レ
デ
リ
ク
、
聖
女
サ
ラ
に
授
け
て
出
か
け
て
い
た
。
シ
ャ
ン
ゼ
ル
王
太
子
で
あ

る
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
こ
の
一
連
の
ブ
リ
ジ
ッ
ト
が
起
こ
し
た
事
件
を
外
交
カ
ー

ド
に
、
自
国
に
有
利
な
協
定
を
い
く
つ
か
結
び
、
ブ
リ
ジ
ッ
ト
を
療
養
と
い
う

名
の
幽
閉
に
持
ち
込
ん
で
フ
ェ
リ
シ
ア
の
敵
を
討
つ
。

フ
ェ
リ
シ
ア
の
調
合
し
た
浄
化
薬
は
、
人
々
や
王
家
に
希
望
を
与
え
る
一

方
、
教
会
の
敵
視
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
再
び
ア
イ
ゼ
ン
を

呼
び
出
し
て
煙
に
巻
き
、
浄
化
薬
の
改
善
に
着
手
す
る
。
そ
の
頃
、
動
物
に
瘴

気
が
つ
い
て
魔
物
と
な
る
事
例
か
ら
進
ん
で
、
ブ
リ
ジ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
の
母
・
シ
ャ
ン
ゼ
ル
王
妃
な
ど
人
物
が
瘴
気
に
憑
か
れ
る
現
象
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な
る
。

徐
々
に
そ
の
大
元
が
解
明
さ
れ
る
が
、
彼
は
、
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
と
い
う
年
齢

不
詳
の
男
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
教
育
係
で
あ
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
人
形

の
よ
う
に
動
か
せ
る
よ
う
教
育
し
、
両
親
で
あ
る
国
王
夫
妻
を
毒
殺
さ
せ
よ
う

と
し
た
人
物
で
あ
る
。
自
身
が
毒
菓
子
を
を
食
べ
た
だ
け
で
な
く
、
全
幅
の
信

頼
を
裏
切
ら
れ
た
点
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
心
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
て
い
た
。
そ

う
い
う
傷
を
負
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
と
っ
て
、
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
ト
の
離
宮
で

会
っ
た
フ
ェ
リ
シ
ア
の
ま
っ
す
ぐ
で
明
る
い
強
さ
だ
け
が
信
頼
で
き
る
も
の
に

映
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
現
実
は
、
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
の
裏
切
り
後
、
王
太
子
と

し
て
厳
し
く
接
す
る
両
親
（
国
王
夫
妻
）
で
も
、
大
臣
以
下
の
側
近
た
ち
で
も
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な
く
、
フ
ェ
リ
シ
ア
を
得
た
い
と
い
う
執
着
か
ら
小
国
な
が
ら
優
秀
な
王
太
子

に
成
長
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
し
か
も
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
の
心
の
す
れ

違
い
に
乗
じ
て
、
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
は
、
フ
ェ
リ
シ
ア
に
も
接
近
し
て
信
頼
を
得

る
。
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
は
、
人
形
王
子
寸
前
だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
執
着
し
、
世

の
中
を
自
分
の
意
の
ま
ま
に
操
る
た
め
に
、
人
々
を
そ
れ
ぞ
れ
の
絶
望
に
落
と

そ
う
と
企
ん
で
い
く
。

ゲ
イ
ル
が
実
は
教
会
側
の
ス
パ
イ
と
知
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
そ
の
ま
ま
ゲ

イ
ル
を
泳
が
せ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
方
が
教
会
と
い
う
国
を
超
え
た
存
在
の

情
報
が
入
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
は
実
は
教
皇
で
あ
っ
た

と
い
う
事
実
が
出
て
く
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
フ
ェ
リ
シ
ア
と
の
結
婚
を
機
に
そ

の
祝
宴
期
間
も
違
法
薬
物
等
摘
発
の
囮
と
な
っ
て
、
社
交
界
を
渡
り
歩
き
、
裏

で
物
証
を
集
め
て
い
く
が
、
こ
れ
の
背
後
に
い
る
の
も
教
会
で
あ
っ
た
。

ア
ル
フ
ィ
ア
ス
は
、
ど
れ
だ
け
生
き
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
瘴
気
そ
の
も
の
の

よ
う
な
男
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
に
も
瘴
気
を
つ
け
よ
う
と
す
る
が
、
か

か
っ
た
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
転
生
前
の
世
界
と
の
狭
間
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
よ
う
な
空

間
に
囚
わ
れ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
危
機
に
陥
る
の
を
み
て
、
渾
身
の
力
を
込
め

て
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
時
、
聖
女
召
喚
の
時
と
同
じ
光

の
柱
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ラ
が
現
代
日
本
か
ら
召
喚
さ
れ
た
聖

女
で
あ
る
な
ら
、
同
じ
く
現
代
日
本
か
ら
転
生
し
た
フ
ェ
リ
シ
ア
も
、
ゲ
ー
ム

上
は
悪
役
令
嬢
の
役
割
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
資
質
と
し
て
は
、
瘴
気

を
寄
せ
付
け
な
い
「
聖
女
」
の
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
う
と
う

ア
ル
フ
ィ
ア
ス
は
、
教
会
勢
力
を
使
っ
て
サ
ラ
を
誘
拐
し
、
も
う
一
度
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
を
自
分
の
人
形
に
仕
立
て
直
そ
う
と
企
む
。
王
妃
を
使
っ
て
、
フ
ェ
リ
シ
ア

を
排
除
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
が
、
失
敗
し
、
難
し
い
関
係
だ
っ
た
シ
ャ
ン
ゼ
ル
王

家
の
親
子
関
係
も
フ
ェ
リ
シ
ア
が
絡
ん
で
改
善
さ
れ
て
い
く
。

聖
女
サ
ラ
と
仲
良
く
な
っ
て
、
協
力
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
呪
文
が
日
本
語

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
サ
ラ
に
転
生
者
で
あ
る
こ
と
を
明
か

し
て
日
本
語
で
や
り
と
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
然
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
た
ち
か
ら

は
、
呪
文
を
や
り
と
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
こ
の
事

実
に
気
づ
い
て
か
ら
、
召
喚
さ
れ
た
サ
ラ
と
同
じ
よ
う
に
、
フ
ェ
リ
シ
ア
も
自

分
か
ら
去
る
と
き
が
来
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
抱
く
。
し
か
し
、

フ
レ
デ
リ
ク
に
は
、
聖
女
サ
ラ
と
末
永
く
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

聖
女
サ
ラ
の
奪
還
作
戦
に
参
加
し
た
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
が
、

周
辺
に
瘴
気
を
漲
ら
せ
、
人
に
ど
ん
ど
ん
瘴
気
を
つ
け
て
狂
わ
せ
て
い
き
、
聖

女
で
も
手
に
負
え
な
く
な
る
。
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
知
恵
を
絞
っ
て
聖
女
に
近
づ

き
、
サ
ラ
と
同
じ
腕
輪
を
持
っ
て
二
人
で
呪
文
を
唱
え
て
浄
化
す
る
。
さ
し
も

の
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
自
身
が
浄
化
さ
れ
て
消
え
て
行
く
運
命
を
辿
る
。
つ
ま
り
、

瘴
気
と
は
、
人
間
の
持
つ
負
の
オ
ー
ラ
の
集
合
体
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
が

人
化
し
た
も
の
が
ア
ル
フ
ィ
ア
ス
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

国
民
が
熱
狂
す
る
ほ
ど
、
瘴
気
か
ら
の
解
放
は
、
国
民
を
歓
喜
さ
せ
、
サ
ラ

や
フ
ェ
リ
シ
ア
の
人
気
は
高
ま
っ
た
。
一
方
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
フ
ェ
リ
シ
ア

を
失
う
か
も
知
れ
な
い
不
安
か
ら
、
寂
し
げ
な
顔
を
見
せ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の

表
情
を
読
む
こ
と
に
長
け
て
き
た
フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
す
べ
て
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
に

話
す
決
心
を
し
、
自
分
が
「
転
生
者
」
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
し
か
し
ま

た
、
辛
い
日
常
に
忘
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
幼
い
日
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
会
っ
た

自
分
も
今
の
自
分
に
連
な
る
こ
と
を
話
し
、
自
分
は
聖
女
の
よ
う
な
召
喚
に

よ
っ
て
来
た
者
で
は
な
く
、
ど
こ
に
も
行
か
な
い
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
告
げ
て
安

堵
さ
せ
て
い
る
。

フ
ェ
リ
シ
ア
は
、
す
べ
て
に
前
向
き
で
恨
み
を
持
た
ず
に
そ
の
先
を
越
え
て

い
け
る
女
性
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
味
方
も
増
え
て
、
シ
ャ
ン
ゼ
ル
国
を
瘴
気
か

ら
解
放
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ゲ
ー
ム
の
シ
ナ
リ
オ
を
越
え
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
と

力
を
合
わ
せ
て
王
国
を
治
め
て
い
け
る
土
台
を
築
い
た
話
に
変
質
さ
せ
て
い
る
。
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五
、
弱
気
マ
ッ
ク
ス
令
嬢
な
の
に
辣
腕
婚
約
者
様
の
賭
け
に
乗
っ
て
し

ま
っ
た

こ
ち
ら
は
典
型
的
な
男
爵
令
嬢
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
「
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
と
虹
色
の

魔
法
菓
子
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
モ
ブ
キ
ャ
ラ
悪
役
令
嬢
の
ピ
ア
に
転
生
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
、
幼
少
期
に
気
づ
い
て
か
ら
の
ピ
ア
の
物
語
に
な
る
（
以
後
、

ゲ
ー
ム
名
は
作
品
内
の
略
称
と
同
様
に
「
マ
ジ
キ
ャ
ロ
」
作
品
本
体
は
「
弱
気

マ
ッ
ク
ス
令
嬢
」
と
略
す
）。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
攻
略
対
象
の
婚
約
者
が
、
す

べ
て
悪
役
令
嬢
と
し
て
断
罪
さ
れ
、
国
外
追
放
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

あ
り
、
断
罪
の
急
先
鋒
が
切
れ
者
の
ル
ー
フ
ァ
ス
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

王
家
の
仲
介
で
政
治
的
に
考
え
ら
れ
た
ル
ー
フ
ァ
ス
と
の
婚
約
だ
っ
た
が
、

あ
る
日
突
然
、「
マ
ジ
キ
ャ
ロ
」
の
内
容
を
思
い
出
し
た
ピ
ア
は
、
真
っ
青
に

な
っ
て
倒
れ
、
幼
い
な
が
ら
も
自
力
で
婚
約
破
棄
を
希
望
す
る
。
ル
ー
フ
ァ
ス

も
、
幼
い
な
が
ら
そ
の
理
由
を
き
ち
ん
と
聴
き
と
り
、
王
命
に
す
ら
逆
ら
っ
て

婚
約
破
棄
す
る
こ
と
の
不
利
を
心
配
す
る
。
そ
こ
で
ピ
ア
か
ら
い
ろ
い
ろ
聞
き

出
し
た
ル
ー
フ
ァ
ス
は
、
こ
ち
ら
も
本
当
に
十
歳
前
後
の
子
ど
も
か
と
思
う
ほ

ど
子
ど
も
ら
し
く
な
い
子
ど
も
だ
が
、「
予
言
を
口
に
出
来
る
こ
と
」、「
化
石

と
い
う
新
し
い
概
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」、
そ
し
て
何
よ
り
も
、「
将
来
自
分

の
慕
う
ル
ー
フ
ァ
ス
か
ら
冷
た
く
断
罪
さ
れ
る
こ
と
へ
の
深
い
悲
し
み
を
示
さ

れ
た
こ
と
」
で
、
逆
に
ル
ー
フ
ァ
ス
が
「
ピ
ア
か
ら
得
ら
れ
る
愛
情
」
に
気
が

つ
き
、
自
分
の
意
志
で
婚
約
を
続
投
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
さ
ら
に
子
ど
も
ら

し
く
な
い
こ
と
に
は
、
ピ
ア
が
そ
れ
を
契
約
書
に
ま
と
め
る
よ
う
に
言
い
、
二

人
は
幼
く
し
て
、
自
分
た
ち
の
意
志
で
婚
約
に
関
す
る
契
約
を
取
り
決
め
た
。

そ
の
中
に
二
人
の
将
来
に
つ
い
て
の
「
賭
け
」
が
入
っ
て
い
て
、
こ
の
二
人

は
、
こ
の
後
ず
っ
と
二
人
だ
け
の
「
賭
け
」
を
楽
し
み
つ
つ
、
一
緒
に
育
っ
て

い
く
。
ま
た
、
ス
タ
ン
侯
爵
家
も
ピ
ア
の
地
質
学
に
関
す
る
能
力
を
大
切
に
守

り
育
て
、
早
く
か
ら
領
地
で
の
採
掘
も
許
可
し
て
い
る
。
ピ
ア
は
、
そ
う
と
は

知
ら
ず
に
地
質
学
の
測
量
等
で
得
た
知
見
を
地
図
に
書
き
込
み
、
領
地
運
営
に

貢
献
す
る
。
い
つ
の
間
に
か
ピ
ア
は
、
前
世
で
の
研
究
を
今
世
で
生
か
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
の
宝
に
育
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
ピ
ア
は
、
こ
の
刷
り
込
ま
れ

た
ス
ト
リ
ー
で
悪
夢
を
見
る
せ
い
か
、
自
己
肯
定
力
が
低
く
、
研
究
熱
心
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
周
囲
に
貢
献
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
向

に
気
が
つ
か
な
い
。
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
家
そ
の
も
の
が
お
人
好
し
で
研
究
そ
の
も

の
に
し
か
興
味
が
な
い
の
に
気
が
つ
い
た
ル
ー
フ
ァ
ス
は
、
ピ
ア
だ
け
で
な

く
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
家
全
体
を
懐
に
入
れ
て
守
り
、
研
究
成
果
や
ア
イ
デ
ア
を

金
銭
価
値
へ
変
え
て
い
く
。

ピ
ア
も
断
罪
さ
れ
た
と
き
の
可
能
性
を
考
え
て
、
蓄
財
に
は
、
そ
れ
な
り
に

熱
心
だ
が
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
に
籠
絡
さ
れ
て
攻
撃
的
に
な
る
ヘ
ン
リ
ー
の
姿
を

見
て
悲
し
む
エ
リ
ン
の
姿
を
見
て
い
ら
れ
ず
、
ヘ
ン
リ
ー
に
は
、
度
々
肉
を
餌

付
け
し
て
、
マ
ジ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
中
毒
を
緩
和
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
を
元
に
し
た
悪
役
令
嬢
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
攻
略
対

象
の
男
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
す
べ
て
悪
役
令
嬢
で
あ
る
。
最
も
悪
役
令
嬢
ら
し

い
の
は
、「
キ
ー
ス
公
爵
令
嬢
」
で
あ
ろ
う
が
、「
ピ
ア
」
も
「
ホ
ワ
イ
ト
伯
爵

令
嬢
エ
リ
ン
」
も
「
ル
ッ
ツ
子
爵
令
嬢
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
」
も
ニ
コ
ル
ソ
ン
侯
爵

実
弟
の
婚
約
者
「
シ
ェ
リ
ー
先
生
」
も
皆
等
し
く
悪
役
令
嬢
と
し
て
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
ラ
ム
ゼ
ー
男
爵
令
嬢
の
攻
撃
対
象
に
な
る注
７

。
ピ
ア
は
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン

の
言
動
か
ら
彼
女
も
転
生
者
だ
と
知
り
、
ル
ー
フ
ァ
ス
の
協
力
に
よ
っ
て
、
一

人
守
ら
れ
る
が
、
他
の
全
員
も
国
外
追
放
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ル
ー
フ
ァ
ス
と

協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
。

ル
ー
フ
ァ
ス
は
宰
相
補
佐
で
あ
り
、
攻
略
対
象
の
中
で
一
番
の
切
れ
者
で
あ

る
。
そ
の
切
れ
者
が
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
に
引
っ
か
か
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
相
手
に

も
さ
れ
な
い
の
で
、
ゲ
ー
ム
の
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
名
の
運
命
は
動
く
の
だ
が
、

か
な
り
い
び
つ
で
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
言
う
と
こ
ろ
の
「
ル
ー
フ
ァ
ス
ル
ー
ト
は
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バ
グ
っ
て
い
る
」
状
態
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
こ
は
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
は
な

く
、
現
実
の
世
界
で
あ
る
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
を
好
き
に
な
る
マ
ジ
ッ
ク
ス
イ
ー

ツ
と
い
う
ク
ッ
キ
ー
は
、
こ
の
世
界
で
は
未
知
の
毒
で
あ
り
、
ど
う
や
ら
隣
国

メ
リ
ー
ク
が
仕
掛
け
た
も
の
だ
と
判
明
す
る
に
至
る
。

ゲ
ー
ム
の
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
前
倒
し
さ
れ
た
断
罪
劇
で
婚
約
者
た
ち
の
代
わ

り
に
ル
ー
フ
ァ
ス
が
国
外
追
放
を
言
い
渡
さ
れ
る
が
、
と
う
と
う
国
王
が
出
て

き
て
、
王
太
子
や
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
を
捕
ら
え
、
事
態
を
収
拾
す
る
。

ピ
ア
は
、
ル
ー
フ
ァ
ス
も
狙
わ
れ
て
い
た
の
で
、
な
ん
と
か
毒
の
正
体
を
突

き
止
め
よ
う
と
奮
戦
す
る
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
も
白
衣
を
着
た
ピ
ア
の
純
粋
な
態

度
に
気
を
許
す
。
お
そ
ら
く
背
後
に
は
、
と
も
に
こ
の
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
た

日
本
人
か
ら
転
生
し
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

ピ
ア
は
、
国
王
の
忍
び
の
姿
で
あ
る
ジ
ョ
ニ
ー
お
じ
さ
ん
が
差
し
入
れ
て
く

れ
て
い
た
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
フ
ジ
」
の
「
フ
ジ
」
と
い
う
名
前
が
気
に
な
っ

て
そ
の
お
菓
子
屋
に
顔
を
出
す
が
、
そ
こ
で
平
民
の
転
生
者
カ
イ
ル
と
出
会

う
。
カ
イ
ル
を
ル
ー
フ
ァ
ス
に
引
き
合
わ
せ
、
協
力
者
に
引
き
込
む
。
ま
た
一

方
で
、
面
会
許
可
の
下
り
た
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
と
の
接
見
で
、
カ
イ
ル
の
店
の
ど

ら
焼
き
風
な
菓
子
を
渡
し
、
前
世
の
記
憶
も
持
つ
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
か
ら
有
益
な

情
報
を
引
き
出
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
は
単
な
る
コ
マ
で
、
マ
ジ
ッ
ク
ス

イ
ー
ツ
へ
の
中
毒
症
状
で
復
帰
に
苦
労
し
て
い
る
攻
略
対
象
の
姿
を
知
っ
て
愕

然
と
す
る
。
さ
ら
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
太
子
が
弟
に
王
太
子
を
譲
っ
て
、
生
死
の

狭
間
で
療
養
す
る
羽
目
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
心
を
痛
め
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ

と
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
の
間
に
は
、
親
愛
の
情
が
育
っ
て
い
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
も
平
民
に
生
ま
れ
、
ラ
ム
ゼ
ー
男
爵
が
人
捜
し
を
し
て
い
る
と
き
に
自
分

が
養
女
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
し
か
生
き
る
術
の
な
い
こ
と
も

分
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
貴
族
階
級
に
生
ま
れ
る
こ
と
と
平
民
に
生
ま
れ
る
こ

と
の
生
活
の
差
が
あ
り
あ
り
と
描
か
れ
て
い
て
、
ピ
ア
は
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
を

恐
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憎
む
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ 

ン
を
取
り
巻
く
現
実
の
厳
し
さ
と
ゲ
ー
ム
の
つ
も
り
で
利
用
さ
れ
た
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
が
哀
れ
に
思
え
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ル
ー
フ
ァ
ス
が
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
現
実
世
界
は
苦
労
が
絶
え
な

い
。
そ
し
て
、
国
の
信
頼
厚
い
医
療
師
団
長
が
実
は
メ
リ
ー
ク
帝
国
の
ス
パ
イ

で
あ
る
疑
惑
に
行
き
当
た
る
。
そ
れ
は
、
子
息
ジ
ェ
レ
ミ
ー
の
婚
約
者
だ
っ
た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ル
ッ
ツ
子
爵
令
嬢
が
ピ
ア
に
接
近
す
る
こ
と
で
、
高
位
貴
族
が

知
ら
な
い
ジ
ェ
レ
ミ
ー
の
姿
、「
あ
の
無
邪
気
さ
は
絶
対
計
算
で
す
」
と
い
う

一
言
と
、
一
人
だ
け
回
復
し
な
い
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
子
に
対
す
る
ラ
グ
ナ
学
長
の

疑
念
、
そ
こ
へ
決
し
て
諦
め
ず
に
面
会
を
申
し
込
む
ル
ー
フ
ァ
ス
の
努
力
で
、

毒
出
し
ど
こ
ろ
か
、
別
の
毒
を
仕
込
ま
れ
て
、
死
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
ル
ー
フ
ァ
ス
た
ち
は
一
芝
居
打
っ
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
た
め
に

さ
さ
や
か
な
音
楽
会
を
開
き
、
音
に
対
す
る
研
究
で
先
端
を
行
く
ピ
ア
の
兄
を

も
巻
き
込
ん
で
ジ
ェ
レ
ミ
ー
か
ら
、
決
定
打
を
掴
ん
で
拘
束
し
、
そ
の
ま
ま
何

も
知
ら
せ
な
い
う
ち
に
ロ
ー
レ
ン
医
療
師
団
長
を
拘
束
し
て
徹
底
的
に
調
べ
上

げ
る
こ
と
で
、
か
な
り
長
い
こ
と
メ
リ
ー
ク
の
ス
パ
イ
で
、
ア
ー
ジ
ュ
ベ
ー
ル

王
国
の
人
材
を
秘
密
裏
に
葬
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
ル
ー

フ
ァ
ス
の
父
、
宰
相
で
あ
る
ス
タ
ン
侯
爵
も
ロ
ー
レ
ン
の
毒
で
倒
れ
た
こ
と
が

明
白
と
な
り
、
ス
タ
ン
家
が
、
王
家
と
は
別
に
ク
リ
ス
医
師
を
専
属
で
抱
え
て

い
た
こ
と
か
ら
助
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。

ピ
ア
が
ロ
ー
レ
ン
や
ベ
ア
ー
ド
に
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
の
が
好
き
な
王
妃
の
不

興
を
買
っ
て
し
ま
う
。
ル
ー
フ
ァ
ス
に
一
目
惚
れ
し
た
パ
ス
マ
の
第
二
王
女
か

ら
貴
重
な
黒
真
珠
を
賄
賂
と
し
て
も
ら
っ
た
王
妃
は
、
勝
手
に
新
婚
の
ル
ー

フ
ァ
ス
た
ち
を
別
れ
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
宰
相
家
を
あ
げ
た
苦
情
が
国
王
の
下

に
届
け
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ン
王
も
、
あ
ま
り
に
気
ま
ぐ
れ
で
国
益
を
考
え
な
い
王

妃
に
業
を
煮
や
し
、
島
に
あ
る
離
宮
に
幽
閉
を
決
め
て
、
ス
タ
ン
家
や
ロ
ッ
ク
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ウ
ェ
ル
家
に
報
い
る
。
パ
ス
マ
の
王
女
も
、
わ
が
ま
ま
で
自
分
勝
手
な
王
女
に

容
赦
の
な
い
厳
し
く
て
冷
た
い
姿
を
見
せ
る
ル
ー
フ
ァ
ス
に
驚
き
、
ロ
ッ
ク

ウ
ェ
ル
家
に
乗
り
込
ん
だ
こ
と
で
治
水
事
業
の
進
ん
だ
姿
に
、
王
族
と
し
て
の

使
命
を
思
い
出
す
。
こ
の
と
き
も
ピ
ア
が
、
王
女
を
許
し
、
受
け
入
れ
る
こ
と

で
円
満
に
解
決
し
て
い
る
。

ル
ー
フ
ァ
ス
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
助
け
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
ピ
ア
の
提
案
を
採
用

し
、
王
族
と
し
て
国
中
を
回
る
こ
と
で
、
国
家
の
役
に
立
と
う
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
そ
の
第
一
番
目
に
訪
れ
た
の
は
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
領
だ
っ
た
。
王
家
と

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
家
の
間
に
は
、
過
去
の
因
縁
が
あ
り
、
領
地
替
え
や
襲
撃
に
遭

い
な
が
ら
も
、
領
民
と
共
に
移
住
先
の
地
で
、
手
作
り
の
領
政
で
手
堅
く
治
め

て
い
る
。
そ
こ
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
王
家
側
の
使
者
と
し
て
き
ち
ん
と
挨
拶
に
現

れ
た
。
ま
た
、
そ
の
地
に
は
、
ベ
ア
ー
ド
一
派
に
襲
撃
さ
れ
て
傷
を
負
っ
た

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
が
、
修
道
院
か
ら
出
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
預
け
ら
れ
て

い
た
。

ル
ッ
ツ
子
爵
家
の
次
女
マ
レ
ー
ナ
と
引
き
換
え
に
ピ
ア
を
拉
致
し
て
メ
リ
ー

ク
へ
抜
け
よ
う
と
し
た
マ
リ
ウ
ス
か
ら
、
ル
ー
フ
ァ
ス
が
ス
タ
ン
領
で
ピ
ア
を

奪
還
し
た
が
、
そ
の
ピ
ア
に
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
を
見
て
く
る
よ
う
に
と
命
じ
て
帰

す
。
ル
ー
フ
ァ
ス
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
も
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
に
も
新
し
い
道
を

歩
か
せ
、
ピ
ア
を
そ
こ
に
配
し
な
が
ら
も
、
ピ
ア
の
拉
致
後
の
元
気
な
姿
を
家

族
に
見
せ
る
意
図
も
含
め
て
送
り
込
ん
で
い
る
。
ル
ー
フ
ァ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な

気
配
り
の
効
い
た
場
が
用
意
さ
れ
る
。

こ
の
作
品
世
界
は
、
単
純
な
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
は
な
い
、
国
と
国
と
の
見
え

な
い
戦
争
、
ス
パ
イ
や
内
通
者
、
裏
切
り
者
な
ど
お
お
よ
そ
ゲ
ー
ム
の
世
界
と

は
全
く
違
う
重
い
課
題
を
背
負
っ
て
生
き
る
人
々
の
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
の
作

品
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
こ
の
転
生
者
た
ち
は
、
皆
、
あ
る
日
あ
る
と
き
同
一

の
コ
ン
ビ
ニ
に
い
た
者
た
ち
だ
。
つ
ま
り
、
前
世
の
あ
る
日
、
日
本
の
と
あ
る

コ
ン
ビ
ニ
に
い
た
者
た
ち
で
あ
る
。
カ
イ
ル
は
コ
ン
ビ
ニ
店
員
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
と
ピ
ア
が
殺
さ
れ
た
客
、
そ
し
て
マ
リ
ウ
ス
・
ベ
ア
ー
ド
が
殺
人
犯
だ
っ
た

と
い
う
因
縁
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
は
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
だ
ろ
う

が
、
現
実
生
活
だ
ろ
う
が
、
因
果
応
報
な
展
開
で
ゲ
ー
ム
の
世
界
の
現
実
が
さ

ら
に
現
実
味
を
増
す
。
そ
し
て
そ
の
話
は
、
カ
イ
ル
と
は
話
し
合
え
て
も
、

ル
ー
フ
ァ
ス
に
は
言
え
な
い
話
で
あ
る
は
ず
だ
。

ゲ
ー
ム
の
展
開
方
法
、
つ
ま
り
攻
略
本
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
、
自

分
の
人
生
を
有
利
に
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
と
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か

に
ピ
ア
は
、
そ
の
内
容
を
差
し
障
り
の
な
い
範
囲
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
守

ら
れ
た
り
、
共
同
で
立
ち
向
か
っ
た
り
出
来
た
。
し
か
し
、
ピ
ア
の
内
側
に
一

人
心
に
留
め
て
苦
し
む
重
さ
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
に
な
っ
て
も
ひ
ど

く
う
な
さ
れ
る
状
況
は
改
善
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
子
供
時
代
か
ら
見
守

り
、
う
な
さ
れ
る
ピ
ア
に
添
い
寝
す
る
ル
ー
フ
ァ
ス
が
い
る
。
そ
の
さ
さ
や
か

な
幸
せ
を
こ
の
作
品
は
是
と
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、
人
は
、
ひ
と
り
で
は
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
内
包
し
て

い
る
。
支
え
合
っ
て
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
。
人
の
価
値
な
ど
優

劣
が
な
い
こ
と
も
こ
の
身
分
・
階
級
社
会
や
実
力
主
義
の
研
究
者
の
世
界
に
お

い
て
も
命
の
価
値
の
優
劣
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
ピ
ア
に
語
ら
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
夫
婦
に
な
っ
た
ル
ー
フ
ァ
ス
に
、
ピ
ア
は
、
夫
婦
は
苦
し
み
は
半
分

に
、
喜
び
は
倍
に
で
き
る
と
告
げ
て
、
ル
ー
フ
ァ
ス
を
精
一
杯
支
え
て
い
る
。

ピ
ア
も
寄
り
添
い
型
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

こ
れ
ら
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ー
ム
を
使
う
か
ら
な
の
か
、

時
折
、
全
く
別
の
物
語
で
も
設
定
や
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
似
て
く
る

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
虫
か
ぶ
り
姫
」
の
エ
リ
ア
ー
ナ
と
「
異
世
界
か
ら



歌子　第 31 号（2023）

― 51 ―

聖
女
」
の
フ
ェ
リ
シ
ア
を
比
較
す
る
と
、
面
白
い
共
通
項
が
見
え
て
く
る
。
ま

ず
は
、
エ
リ
ア
ー
ナ
に
し
ろ
フ
ェ
リ
シ
ア
に
し
ろ
、
純
粋
無
垢
で
恋
愛
初
心
者

で
、
そ
の
分
、
恋
愛
的
心
情
に
疎
い
天
然
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
。
純
粋

な
余
り
自
分
の
発
言
や
行
動
の
意
味
す
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
相
手
を
翻
弄
す

る
こ
と
す
ら
あ
る
の
が
、
魅
力
と
も
言
え
る
。
ま
た
、「
虫
か
ぶ
り
姫
」
と

「
弱
気
Ｍ
Ａ
Ｘ
令
嬢
」
で
は
、
エ
リ
ア
ー
ナ
も
ピ
ア
も
、
自
分
よ
り
、
相
手
の

心
情
や
心
の
あ
り
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
、
無
自
覚
的
に
懐
に
入
れ
て
し
ま
う
魅

力
を
持
っ
て
い
る
。

他
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
、「
虫
か
ぶ
り
姫
」
の
ジ
ャ
ン
、「
異
世
界
か
ら
聖

女
」
の
ゲ
イ
ル
は
、
と
も
に
憎
め
な
い
悪
役
で
、
女
性
主
人
公
に
も
気
に
入
ら

れ
、
狂
言
回
し
の
よ
う
な
役
割
も
担
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
二
重
ス
パ
イ

や
裏
切
り
な
ど
本
人
た
ち
の
「
軽
み
」
と
は
お
お
よ
そ
似
つ
か
わ
し
く
な
い

「
重
た
い
現
実
」
の
中
を
転
げ
回
っ
た
重
苦
し
さ
を
ま
と
っ
て
い
る
。「
虫
か
ぶ

り
姫
」
の
「
ア
ラ
ン
」
も
王
太
子
に
拾
わ
れ
る
ま
で
の
現
実
は
似
た
よ
う
な
も

の
だ
が
、
ア
ラ
ン
の
方
が
、
軽
重
の
振
り
幅
が
穏
や
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
執
筆
す
る
に
当

た
っ
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
に
よ
る
読
ま
せ
る
魅
力
の
一
端
を
捕
ら
え
て
い

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
っ
て
も
現
代
社
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
捉
え
て
い
る

作
品
が
、
今
日
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
量
生
産

さ
れ
る
作
品
の
中
で
、
読
者
が
求
め
る
身
分
階
級
を
超
え
た
恋
愛
や
、
い
じ
め

や
虐
待
を
超
え
た
思
い
や
り
な
ど
、
普
遍
的
に
人
々
が
求
め
る
も
の
が
、
人
気

を
得
て
い
る
。

付
記　

引
用
し
た
作
品
は
、
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
版
の
も
の
を
底
本
と
し
て
い
る
。

注
１　

拙
稿
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
物
語
の
技
法
（
一
）
︱
︱
悪
役
令
嬢
の
現
実
︱

︱
」『
歌
子
』
第
29
号
ｐ
７
～
28

注
２　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
レ
ビ
ュ
ー
で
星
４
つ
以
上
の
も
の
か
ら
、
筆
者
が
あ
ら
す
じ
等

吟
味
の
上
、
す
べ
て
読
了
し
て
作
成
。

注
３　

前
掲
書
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
物
語
の
技
法
（
一
）」
ｐ
26
「
侯
爵
令
嬢
の
嗜

み
」
人
間
関
係
図

注
４　

本
稿
「『
虫
か
ぶ
り
姫
』
人
間
関
係
図
」
参
照

注
５　

本
来
な
ら
ば
、
「
私
」
が
現
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
で
エ
リ
ア
ー
ナ
の
父
を
指

し
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
エ
リ
ア
ー
ナ
の
「
祖
父
」
は
現
侯
爵
の
「
父
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
。

注
６　

本
稿
「『
異
世
界
か
ら
聖
女
が
来
る
よ
う
な
の
で
邪
魔
者
は
消
え
よ
う
と
思
い
ま

す
』
人
間
関
係
図
」
参
照

注
７　

本
稿
「『
弱
気
マ
ッ
ク
ス
令
嬢
な
の
に
辣
腕
婚
約
者
様
の
賭
け
に
乗
っ
て
し
ま
っ

た
』
人
間
関
係
図
」
参
照
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